
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度宮小学校だより第 10 号（１，２月号）   

令和６年３月５日 
校訓 考える 強 い 明るい 思いやり の 

宮 っ 子 

鹿児島市立宮小学校 

※ カラー版は安心安全メールで配信しています。 

校長 郷原 光德 
 

 2024 年がスタートしました。本来ならば明けま
しておめでとうの言葉がにこやかに飛び交う正月で
すが，能登半島地震や航空機事故等，相次ぐ非常事態
の発生に心がざわつく年の始まりとなりました。始
業式では児童代表の言葉がありますが，この中でも
被災された方々に対して支援を行った話や，健康で
あること，落ち着いた生活ができること，明るく家族
で過ごせること等，何気ない毎日がいかに幸せであ
るかという内容でした。毎日の幸せに感謝すること
をこれまで以上に大切にしたいと思う３学期です。 
 さて，新学期，話題のものが本校にも届きました。
話題のもの？それは，全国２万校ある小学校に各３
個ずつ，計６万個寄贈された大谷翔平選手からのグ
ローブです。始業式が終わった後，子供たちに宮小に
もグローブが届いたことをメッセージとともに紹介
しました。このグローブを待ちに待っていた子供の
中には，目を輝かせながら見入る姿がありました。寄
贈に伴い，大谷選手から届いたメッセージは次のと
おりです。 
「この３つの野球グローブは学校への寄付となりま
す。それ以上に私はこのグローブが，私たちの次の世
代に夢を与え，勇気づけるためのシンボルとなるこ
とを望んでいます。それは，野球こそが，私が充実し
た人生を送る機会を与えてくれたスポーツだからで
す。このグローブを学校でお互いに共有し，野球を楽
しんでもらうために，私からのこの個人的なメッセ
ージを学校の子供たちに伝えていただければ幸いで
す。野球しようぜ。大谷 翔平」(一部省略) 
  大谷選手は，「野球こそが充実した人生を送る機
会を与えてくれたスポーツ」と記しています。大谷
選手と言えば，目標や課題を明確にし，その実現に
向けた取組をまとめた目標達成シート(マンダラチャ
ート)が有名です。これを使って夢を実現するために
何をすべきかを絶えず考え，日々努力を重ねていっ
たという話を聞きました。現在の活躍を見れば，大
谷選手の行動力や実践力は簡単なことではなかった
と思いますが，子供たちに目標をもつことの大切さ
そして頑張ることの素晴らしさを教えてくれている
ように思います。現在，昼休みになると，校庭では
「大谷グローブ」を使って男女問わずキャッチボー
ルする姿が毎日見受けられ，大谷選手のメッセージ
どおり野球を楽しんでいます。 
 ３学期は，進級に向けて自分を振り返り，どうする
かを考えて行動する大切な学期です。自分自身を振
り返るとは，自分を高いところから看るということ。
そうすると，自分のよさや課題も分かり，達成したい
目標が見えます。無理のない範囲で努力することを
続けていく行動が必要です。そんな子供を支える宮
小学校でありたいと思います。 

    
  
 １日(金) ６年生を送る会，お別れ遠足 
 ２日(土) 校区まち歩きごみ拾い会 
 ５日(火) スクールカウンセラー来校 
      卒業式練習 
 ７日(木) 卒業式練習，清掃強調週間(～12 日)  
１１日(月) 特別校時(全学年５校時) 
１２日(火) 特別校時，卒業式練習 
１３日(水) 特別校時，卒業式予行 
１４日(木) 特別校時，移動図書 
１５日(金) 特別校時，卒業式練習 
１６日(土) 子ども食堂「宮っ子」 
１８日(月) 卒業式練習 
２１日(木) 卒業式準備 
２２日(金) 第７７回卒業式 
２３日(土)  ＰＴＡ送別会(18:30 宮西公民館)  
２５日(月) 修了式，辞任式，大掃除 
２６日(火) 新 1 年生学用品等引渡し(15:00～) 
 
 
 
 
 ５日(金) 入学式準備(新 5，6 年) 
 ８日(月) 新任式，始業式，第７８回入学式 
 ９日(火) 特別校時，ＰＴＡ役員会 
１０日(水) 特別校時，身体計測，家庭確認 
１１日(木) 特別校時，身体計測，家庭確認  
      学力検査(２，４，６年) 
１２日(金) 特別校時，学力検査(２，４，６年) 
      家庭確認 
１５日(月) 心臓検診(１年) 
１６日(火) 検尿１次，知能検査(２，４，６年) 
１８日(木) 全国学力調査(６年) 
１９日(金) 特別校時，特別支援学級開級式 
      学級 PTA，PTA 総会，専門部会 
２０日(土) 子ども食堂「宮っ子」 
２２日(月) 教育相談 
２３日(火) 地震避難訓練，１年生を迎える会 
２４日(水) 全国学習状況調査(６年) 
２５日(木) 交通安全教室，教育相談 
２６日(金) 不審者対応訓練 

今月の１枚「無病息災を願って」 

 １月７日(日)宮校区の鬼火焚きが行われ

ました。無病息災の願いを込めた鬼火は， 

天高く燃え上がりました。 



 
           

        1 月９日(火)は，３学期の始業式でした。登校時には眠たそうな表情の子供もい 

ましたが，始業式が始まるころには，しっかりと学校モードに切り替えていました。緊張感の漂う中，２年

生の○○○○さんと４年生の○○○○さんが，冬休みの反省と３学期の目標を発表。聞いている宮っ子も，

自分と比べながら３学期の学校生活に向けた決意を新たにしていました。 
 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     １月７日(日)に，校区鬼火焚きがありました。鬼火焚きには，正月飾り 

    などを燃やして悪霊を払い，無病息災や１年の幸せを願うという意味があ

るのだそうです。当日の会場には，約２００人が集まり，大盛況でした。厄年の方

や来年度の新１年生などがトーチで点火すると，炎がやぐらの上部まで勢いよく達

し，参加した方々の歓声が上がりました。しばらくすると，竹が破裂する音が響き

始め，同時に無数の火の粉が降ってきました。その迫力に「これは鬼も退散するね」

と子供たち。郷土の伝統的な正月行事を満喫できたようでした。 

 鬼火焚きの実施に当たっては，当日の豚汁や学校で収穫したもち米を使った赤飯

の炊き出しなど，多くの方々が尽力しました。校区コミュニティ協議会の役員のみ

なさまをはじめ，校区あいご会のみなさま，女性部のみなさま，ＰＴＡ地域部のみ

なさま，素晴らしい伝統行事の実施，ありがとうございました。 

 
 
 

     １月１９日（金）に第３回学校保健委員会を行いました。まず， 

    養護教諭の山中先生が，本年度の取組について説明と振り返りを行 

    いました。「ハッピーモーニング６０分」や姿勢を整えるための体

幹トレーニング，「ささいな幸せ見ーつけた」は特効薬ではありません。地

道に続けることで，少しずつ子供に変化が見られるようになる取組です。今

後とも，互いの連携を大切にしながら，充実を図っていきましょう。続いて，

市教育委員会青少年課の上之園指導主事に「ＳＮＳの使い方と子供の心身の

成長」と題した講話を行っていただきました。ＳＮＳは，使い方を間違える

と，心身の健康を害したり人間関係が壊れたりするなどの危険をはらんでいます。大切なことは，「自分が

正しいと思うことが，他人にとっても同じように正しいとは限らない」ことを分かって利用すること。上之

園先生の講話を生かし，ＳＮＳの便利さだけを享受させたいですね。参加したみなさんからは，「情報モラ

ルは日常モラルの延長線上であるという言葉が印象的でした。普段から，相手を思いやれる，相手側の気持

ちを想像できるような接し方や言葉掛けを一緒に考えたいと思いました」などの感想が寄せらせました。 

３学期始業式の児童代表あいさつ（一部抜粋） 

 

【燃え上がる鬼火】 

【上之園指導主事による講話】 

【２年 ○○○○さん】 

【４年 ○○○○さん】 

 ３学期は，サッカーで点を決めてチームが勝てるように練習を頑張り

ます。学習では，２学期に算数を尾辻先生と一緒に勉強したり，自分の

ペースで進める学習をしたりして分かると楽しくなってきました。だか

ら，３学期も予習をしたり，宅習ノートに復習をしたりして，算数を頑

張りたいと思います。 

 ３学期の目標は，次の２年生のよいお手本になれるようにすることで

す。なぜなら，２年生になって１年生と体育や生活科を一緒にしたり，

「２年生ランド」で遊んだりしたときに，１年生から「ありがとう」，

「楽しかった」，「すごいな」と言われて，嬉しくてもっと言われたい

と思ったからです。 



 
 

      １月１９日(金)に実施した授業参観には，ご多用の中

お越しくださりありがとうございました。本校における授業づくり

の合言葉は，「子供が主語の授業」ですが，いかがだったでしょう

か。子供たちが，自分たちで課題を見いだし，考えたり，伝え合っ

たりする授業だったことと思います。情報化が進む現代，覚えたり，

処理したりする作業のほとんどはＡＩの仕事となりました。これか

らの人間の役割は「創り出す」こと。その力を日々の授業を通して

培うために「子供が主語の授業」は大切です。これからも，「子供

が主語の授業になっているか」を一つの視点として，授業を参観し

ていただけるとありがたいです。 

 
 

      ２月２日(金)に県の特別活動研究大会が本校で行われ，３年生と５年生が「話合い活動」の授 

     業を公開しました。参観に訪れた方々は，ほぼ全員が初対面の先生。子供たちからは，終始緊張 

     感が伝わってきました。その中にあっても，自分の意見を発表したり，友達の意見と合わせてよ

りよい考えを生み出したりしながら，学級としての結論を導き出すことができました。 

 緊張する場面ほど，日々の積み重ねがものを言います。これまで重視してきた「子供が主語の授業」は，

その教科の力になるだけではなく，話し合うための力にもつながっていることを子供たちは実感できたこ

とでしょう。何はともあれ，３年生と５年生のみなさん，素晴らしい頑張りでしたよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
         ２月６日(火)に新１年生体験入学と入学説明会 

        を行いました。体験入学では，１年生が話し合っ

て計画した「こおりおに」や「宮小学校クイズ」などを新１年生と一

緒に行いました。楽しい活動に，新１年生は大盛り上がり。お兄さん

お姉さんとしての役割を果たすことができた現１年生は，誇らし気

な表情を浮かべていました。２年生としての活躍が楽しみです。 

 同時進行で行われた入学説明会では，入学に当たっての諸準備等

について，保護者のみなさまに説明を行いました。内容が多岐に渡

ったため，その場ですべてを理解することは難しかったかもしれま

せん。ご不明な点等ございましたら，遠慮なく宮小学校（教頭 ２９４－２０５０）にご連絡ください。 

 なお，入学に関する事前連絡を適宜「安心安全メール」で行います。未登録の方につきましては，できる

だけ早めに登録していただきますよう，お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究授業の様子（３年生）】 【研究授業の様子（５年生）】 

【授業参観の様子（２年生）】 

みなさまのご協力，ありがとうございました～第２回ＰＴＡリサイクル活動～ 
     １月２１日(日)にＰＴＡ厚生事業部を中心として，２回 

    目のＰＴＡリサイクル活動を行いました。夏に比べると量 

    は少なめでしたが，たくさんのリサイクル品を回収するこ 

とができました。益金につきましては，今後のＰＴＡ活動の充実の 

ために活用させていただきます。みなさまのご協力，誠にありがと 

うございました。来年度も，２回の回収を予定しています。来年度 

もご協力のほど，よろしくお願いいたします（ＰＴＡ事業部長）。 



 

１ 学力検査結果の比較（県の平均正答率の比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
２ 結果分析 

 (1) 国語 

  ○ 本校の課題である，自分の考えや意見を条件に合わせて書きまとめる問題が，概ね高い正答率でし 

   た（73.7％）。 

  ● 漢字の使い方や文法に関する設問の正答率が低かったです。文章の意味から，漢字や言葉が果たす 

   役割に着目する習慣付けが必要です。 

 (2) 社会 

  ○ 本校の課題である，複数の資料から分かることについて書きまとめる問題が，概ね高い正答率でし 

   た（79.8％）。 

  ● 海洋の名称や地図記号の意味を答える設問等の正答率が低かったです。授業において地図等の資 

   料を活用する取組を充実させることが必要です。 

 (3) 算数 

  ○ 本校の課題である，解き方を説明したり，そのように考えた理由を説明したりする問題が，概ね高 

   い正答率でした（79.2％）。 

  ● 式の意味を説明したり，図から式を考えたりする問題の正答率が低かったです。問題場面をイメー 

   ジするために，図で表したり，計算の答えが何を表しているのかを説明したりする学習活動を更に充 

   実させる必要があります。 

 (4) 理科 

  ● これまでの学習から解決すべき問題を見付けたり，予想したり，実験や観察の結果から分かること 

   をまとめたりする問題の正答率が低かったです。解決すべき問題をみんなで考えたり，予想し合った 

   り，実験の結果から分かることを考え合ったりする活動を更に充実させる必要があります。 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 課題として明らかになった「言葉のもつ意味に着目すること」，「解決すべき問題を見付

け合うこと」，「図や資料を活用しながら問題場面をイメージ化すること」，「客観的な事

実に基づく資料を活用し，説明し合うこと」，「学び合いの結果，分かったことをまとめ合

うこと」等は特定の教科だけの課題ではありません。これらは，「子供が主語の授業」を充

実させるために大切な事柄であり，子供が主語の授業を通して身に付く力でもあります。 
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【本校・県の平均正答率の比較】 

 

 

○ 全教科で，県の平均正答率を上 

 回りました。 

  

 

 

○ 無答率(無解答の割合)が低かっ 

 たです。 

 全体的な傾向  

国：８ポイント 社：６ポイント 

算：４ポイント 理：１ポイント 

国：０．８％  社：１．０％ 

算：０．６％  理：１．０％ 

「子供が主語の授業」の更なる充実を図ります。 

 
 
 

【令和５年度鹿児島市平和都市宣言標語 入選】 

５年 ○○○○さん 「それぞれの ちがいをみとめ 平和な世界へ」 


